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序

本書に掲載した発掘調査は、平成10年度に行われた県営圃場整

備事業筑後東部地区における緊急発掘調査であります。

筑後東部地区は、市内でも遺跡が密集する地域であり、旧石器

から近代までの様々な人達の足跡を垣間見ることができつつあ り

ます。

現在、開発に伴う緊急発掘調査の増大で遺跡の破壊、消滅を余

儀なくされ、記録保存によって保護する事しかできないのが現状

です。その一助として、発掘調査で保存されだ情報を整理し、本

書の作成を行いました。

なお、発掘調査を行うにあたり、福岡県筑後川水系農地開発事

務所、筑後東部改良区及び、地元の方々には、多大なる御配慮と

御協力を賜りました事に感謝の意を表します。

おわりに、この報告書の発行にあたり、御指導と御協力をいた

だきました関係者各位と発掘調査に参加されました皆様に対し

て、厚く御礼申しあげる次第です。

平成14年3月

筑後市教育委員会

教育長牟田口和良



例言

I. 本書は筑後川水系農地開発事務所が平成lO年度に実施した県営圃場整備事業筑後東部地区の事前調

査として筑後市教育委員会が実施した埋蔵文化財調査報告書である。

2. 本書に掲載した調査期間や調査に係わる経緯については 「I. 調査経過』と組織に記した通りである。

3. 発掘調査及び出土造物の整理は筑後市教育委員会で行った。調査関係者は第 I章に記した通 りであ

る。なお、出土遺物・図面・写真は筑後市教育委員会で収蔵、保管している。

4. 本書に使用した図面の内、遺構実測図は柴田剛、石器の実測図は、平塚あけみ、仲文恵、土器の実

測図は柴田が作成し、石器の製図は仲、遺構・遣物の製図は柴田が行った。

5. 本書に使用した遺構写真、遺物写真は柴田が撮影、空中写真は （有）空中写真企画に委託した。

6. 今回の調査に用いた測量座標は、国土座標系第 II座標系を基準としてお り、方位は全て座標北

(G.N.)である。

7. 本書で示した遺構の表示は以下の略号による。

sx —集石遺構• たまり状遺構 ・包含層 SP —ピット状遺構 SD —現代溝・トレンチ

8. 本書の執筆、編集は柴田が行った。
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I . 調査経過と組織
平成10年度に福岡県筑後川水系農地開発事務所から筑後市へ圃場整備工事予定地内の埋蔵文化財につ

いて確認依頼があり、これを受けた筑後市教育委員会では同年に試掘調査を実施し、圃場整備工事予定

地内に埋蔵文化財が認められたことを事業関係者に回答し、協議を行った。協議の結果、「筑後東部地区

遺跡群埋蔵文化財発掘調査」として、掘削の及ぶ排水路工事予定地、面の削平を受ける箇所を発掘調査

することとなった。埋蔵文化財発掘調査の費用については県水系事務所で負担することで合意した。

調査は、平成10年度に実施し、遺物の整理及び報告書作成については、平成13年度に筑後市文化財整

理室で行った。

調査組織

（平成10年度）

1)発掘調査及び整理作業

総括教育長 牟田D和良

教育部長 下川雅晴

庶務社会教育課長 山口逸郎

社会教育係長 田中清通

社会教育係 永見秀徳

小林勇作

田中剛

上村英士

柴田剛

立石真二

2) 発掘調査作業員

地元有志

3) 整理作業参加者（順不同、敬称略）

（整理補助員）平塚あけみ 仲文恵

（平成13年度）

総括教育長 牟田口和良

教育部長 下川雅晴

庶務社会教育課長松永盛四郎

文化係長 成清平和

文化係 永見秀徳

小林勇作

上村英士

柴田剛

立石真二

（整理作業員）野間口靖子湯川琴美野口晴香横井理絵馬場敦子福田澄子

佐々木寿代妹川玲子荒巻悦子

なお、調査及び報告書作成に際しては、以下の方々にご指舜、ご教示を賜ったので、記して感謝の意

を表したい。（順不同、敬称略）

福岡県教育庁 小田和利 杉原敏之

八女市教育委員会 大塚恵治

久留米教育委員会 富永直樹 白木守
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II . 位置と環境
筑後市は福岡県の南西部、筑後平野の中央部にあたる。市域をJR鹿児島本線と国道209号線が縦断し、

国道442号線が横断する。また、市南西部には一級河川の矢部川、中央部には山ノ井川や花宗川、北部に

は倉目川が西流する。市北部には耳納山地から派生する八女丘陵が西に延び、潅漑用の溜池が点在する。

低位扇状地である東部や、低地である南西部には農業水路が発達している。当市は県内有数の農業地帯

であり 、北部の丘陵地域では果樹園や茶畑、東部や南西部では米麦中心の田園地帯が広がる。市街地は、

国道に沿って市の中央部に形成されている。

以下に筑後東部地区圃場整備事業に係わる発掘調査の遺跡一覧を挙げる (Tab.I)。

Fig.I周辺遺跡分布図 (l/30.000)

l裏 山追跡 2. 卸田岸添辿跡 3. 餡Ill前畠追跡 4鶴田楢原辿跡2次 5鶴田武津恵辿跡

6. 久恵野元辿跡1.2次 7. 新溝松原辿跡 8. 新溝丸田追跡 9. 久忠岸ノ下辿跡 10. 久恵川ノ上追跡

11. 久恵権藤辿跡 12久恵中野辿跡 13. 久恵内次郎追跡 14. 久恵北屯場迫跡 15久忠今町追跡

16久恵北水原辿跡 17渦口北新替辿跡 18. 滞口溝代辿跡 19 .fl[(J田東大坪辿跡2次 20. 新溝犬丸辿跡

21. 鶴田束大坪追跡l次 22. 鶴田西田追跡 23鶴田西畑辿跡 24. 餡田野田辿跡 25. 餡田束牛ヶ池迫跡

26. 鶴田牛ヶ池追跡1.3.4.5次 27. 鶴田木屋ノ角辿跡（餡田牛ヶ池辿跡2次） 28. 鶴川西牛ヶ池辿跡
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追跡名

約!Iii袢添追跡第 1次

新溝丸Ill迫跡

約lfl柄原迫跡第 l次

餡l[l1)if品追跡

印田岸添迫跡第2次

餡lll岸添追跡第3次

久息里f冗追跡第 1次

久息野）じ追跡第2次

餡rn炸添迫跡第4次

新溝松原追跡

久恵権藤追跡第1次

久恵北I出場追跡

久恵内次郎俎跡第1次

酌川武ii!恵追跡

徊川l柄I原追跡第2次

久息岸ノ F迫跡第1次

久恵浮ノド追跡第2次

久恵権藤追跡第2次

久恵上川原迫跡

久恵川ノ I::追跡

久恵内次郎追跡第2次

久恵中野追跡

久恵束片；辿跡

調介年度 時期 迫構の性格 追跡名 瀾介年度 時関I 辿構の性格

平成5年度 弥生～占収 集落 約111西rn辿跡 平成8年度 不lリI 溝

＂ 
縄文・占頂 集落 約Ill束大坪追跡第1次 II 縄文～中世 溝、 上吸、 in硲

II 中世 集落 餡w西畑追跡 II 古泊 集落、 ヒ堪し

＂ 
奈良• 中世 集落 餡fl!野田迫跡 ＂ 不明 溝

平成6年度 弥生～占珀 集落 溝11北新替追跡 平成9年度 中世 溝

II 弥生～占閲 集落 久恵北水原迫跡 ＂ 弥生 溝

II 中lit 集落 久恵今町退跡 ＂ 弥生～中世 溝、竪穴住居

II 新溝犬丸追跡 ＂ 近世 溝

＂ 
弥生～占川・近lit 集落 餡田束大坪追跡第2次 ＂ 近世 溝

＂ 
弥生～占ばl 集落 餡旧溝代迫跡 ＂ 近世 溝

平成7年度 1が't:-ij・ljせ 集洛 餡1(1束牛ヶ池第1次 平成10年度 縄文、近世 上堀

＂ 
弥生～占旧 集落 卸田束牛ヶ池第2次 ＂ 縄文、近世 上堀、竪穴住居

＂ 
弥生 集落 餡田牛ヶ池第1次 ＂ 縄文 集石追構

＂ 
1が’ヒ ・中世 溝 餡LEI牛ヶ池第2次 ＂ 占代 官迫

＂ 
巾世 集浴 餡In牛ヶ池第3次 ＂ 縄文、近世 ピットほか

＂ 
中世 溝、上吸 鶴田牛ヶ池第4次 ＂ 縄文、弥生、近世 甕棺ほか

＂ 餡m西牛ヶ池迎跡 ＂ 弥生、近世 竪穴住居ほか

＂ 
＂ 

縄文～中世 集洛

＂ 
サが'!=.-中世 集沿

＂ 
弥生～近世 溝

＂ 
縄文～占r!l 集洛

＂ 縄文～中世 上塙

Tab.I圃場整備事業に係わる筑後東部地区発掘調査（平成10年度まで）

遺跡名一魏

t鶴田牛ヶ池遺跡第1次調査

2鶴 田西牛ヶ池遺跡

3鶴田牛ヶ池遺跡第2次調査

4鶴田牛ヶ池遺跡第4次調査

5鶴田牛ヶ池遺跡第5次調査

6鶴田牛ヶ池遺跡第3次調査

7鶴田東牛ヶ池遺跡第1次調査

8. 鶴田東牛ヶ池遺跡第2次調査

Fig.2 鶴田牛ヶ池遺跡第1次調査周辺調査箇所位置図 (1/5.000)
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m. 調査成果

l鶴田牛ヶ池遺跡第1次調査
(1) はじめに (Fig.3)

鶴田牛ヶ池遺跡第1次調査は筑後市大字鶴田字牛ヶ池に所在する。県営圃場整備事業筑後東部地区第12

工区について試掘調査を行った結果、掘削の及ぶ面と排水路について遺構を検出 した為、本調査を行う

ことにな った。調査対象面積は約2.500m'、調査期間は平成10年11月6日から同年12月18日迄である。発

掘調査は柴田剛が担当した。

調査地は、標高約12m程の台地上に立地しており、現況は茶畑と葡萄棚の基礎等で遺構面の多くは破

壊を受けていた。また、地権者の方から、調査地点を含めた周辺を重機によ って整地したと報告を受け

た。調査の結果、調壺区内から集石遺構、不明遺構等を検出した。以下、その成果について報告する。
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(2)検出遺構

集石遺構

1 S X 020 (Fig.4、Pla.2)

調査区の南西部に位置する 。石材は、

s ~ 30cm程の河原石が約 1.5mの範囲で集

中する。やや離れた位置に30cmを超える

台石が存在する。石は熱を帯びた痕跡が

あり、赤変している石が多く存在する 。

集石は、円形状を呈すると思われるが、

一部集石が乱れている。また、明確な掘

り込み、出土遺物、炭化物の検出は出来

なかった。

1 S X 025 (Fig.6、Pla.3)

調査区の南西部に位置する 。 石材は、 2~ 15cm Fig.4 1SX020遺構実測図 (l/20)

程の河原石が約0.8mの範囲に集中する。石は熱を帯びた痕跡が顕著に認められ、赤変している石が多く

存在する。また、明確な掘り込み、出土遺物、炭化物の検出は出来なかった。

爪

〇°
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如℃ 号” で今
屯ロ

゜
lm 
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Fig.5鶴田牛ヶ池遺跡第1次調査遺構全体図 (1/300)
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1 S X 030 (Fig.7、Pla.4・5)

調査区の南西部に位置する 。 石材は、 2~ 12cm程の河原石が約 I .Sm の範囲に

集中する 。石は熱を帯びた痕跡が顕著に認められ、赤変している石が多く存在

する。集石は一部乱れた部分が認められる。恐らく、楕円形を呈すると考える 。

また、明確な掘り込み、出土遺物、炭化物の検出は出来なかった。

1 S X 035 (Fig.7、Pla.4・5)

調査区の南西部に位置する 。 石材は、 2 ~ 15 cm程の河原石が約 I.Sm の範囲に

集中する 。石は熱を帯びた痕跡が顕著に認められ、赤変している石が多く存在 ~.a= 
する。集石は一部乱れた部分もあるが、円形状を呈すると考える。

Fig.6 1SX025遺構実測図 (1/20)
また、明確な掘り込み、
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出土瑣物、炭化物の検出

は出来なかった。 I ◇ ロ0lit {ii や1 S X 040 (Fig.8、Pla.5) 1-

訊蕊^
~ 

調査区の中央部よりに

位置する 。石材は、 2-
勾 g岱俎シ

゜
C) 

13cm程の河原石が約0.8m

の範囲に集中する 。石は

熱を帯び、赤変している。

集石は、かなり破壊を受

けていると考えられる 。 13 4m 

また、明確な掘り込み、 匹 'c:'.'.'.'.沢茄勺亨 Cつ

゜
匹〇のロ@:J<t:n::,?

出土遺物、炭化物の検出

は出来なかった。 Fig.7 JSX030・1SX035遺構実測図 (1/20)
1 S X 045 (Fig.9、Pla.5・6)

調査区の南西部に位置する 。 石材は、 s~20cm程の河原石が約I.Om の範囲に

集中する 。石は熱を帯びた痕跡が顕著に認められ、赤変している石が多く存在

する 。集石は円形状を呈すると思われる 。また、明確な掘り込みはなかった。

出土遺物は、縄文時代の押型文土器2点、黒曜石 （剥片）が出土している。

1 S X 050 (Fig.10、Pla.7)

調査区の北西部に位置する 。 石材は、 2~ 12cm程の河原石が約0.8m の範囲に

集中する 。石は熱を帯び赤変している痕跡が顕著に認められる。また、明確な

掘り込み、出土遺物、炭化物の検出は出来なかった。
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1 S X 055 (Fig.11、Pla.7)

調査区の北西部に位置する 。 石材は、 s ~ 10cm程の河原石が約0.7m の

範囲に集中する。石は熱を帯び赤変している痕跡が顕著に認められる。

また、明確な掘り込み、出土遺物、炭化物の検出は出来なかった。

1 S X 060 (Fig.12、Pla.8)

調査区の中ぅ

範囲に集中する。石は熱を帯び赤変している痕跡が顕著に認められる 。また、

明確な掘り込み、出土遺物、炭化物の検出は出来なかった。

1SX065 (Fig.13、Pla.8)

調査区南西部に位置する 。 石材は、 s~ t0cm程の河原石が認められた。 石は 四豆~コ=込 <tlIJ> v:rY 

熱を帯び赤変している痕跡が顕著に認められる。 しかし、大部分を削平され

ているため、詳細は不明である 。また、明確な掘り込み、出土遺物、炭化物 ° 
の検出は出来なかった。

Fig.8 1 SX040追構実測図 (1/20)

0.5m 

Fig.9 1SX045遺構実測図 (1/20)
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その他の遺構について

調査区内における主な遺構は、集石遺構以外は検出出来なかった。しかし、

調査区のほぼ全面から、不定形や円形状の遺構を多く確認した。大部分は、

黒褐色土の埋土であり、深さも 10cm未満である。そのため、遺構としての可

能性は低く、遺構面の凹部に堆積した痕跡、若しくは植物などによる根痕と

考えられる。また、現代の撹乱やトレンチも含まれている。以下、本文の掲

載に関係する遺構、出土遺物について説明をする。
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1 S D 001 (Fig.5) Fig. IO I SX050遺構実測図 (1/20)

調査区南に位置する、 一直線状に延びる現代の溝である。

所々に葡萄畑で使用した基礎石が認められる 。 出土遺物は、石器類 （石錘• 敲 —-→こゞ 2 
四 品

石・磨石）、黒曜石 （スクレイパー、使用剥片、剥片）、サヌカイト （二次加工 。ヽ {J~品）、縄文土器（楕円文• 山形文）等がある。 D。ロ
1 S D 002 (Fig.5) 

調査区南に位置する、 トレンチである。出土遺物は、黒曜石 （剥片）、縄文土

器（楕円文）等がある。

13.4m 

= 
゜

0.5m 

1 S X 003 (Fig.5) Fig.11 1 SX055遺構実測図 (1/20)
調査区南に位置する、たまり状の遺構である。出土遺物は、娃岩（剥

片）、黒曜石（剥片）、サヌカイト（剥片）、縄文土器 （楕円文）等がある。

1 S X 005 (Fig.5) 

調査区西半分に位置する、包含層である。出土遺物は、黒曜石 （剥片）、

縄文土器（楕円文）等がある。

1 S D 010 (Fig.5) 

調査区南に位置する、 トレンチである。出土遺物は、黒曜石 （石鏃 ．

スクレイパー）、サヌカイト （二次加工剥片）、縄文土器 （楕円文・格子

目文）等がある。

1 S X 012 (Fig.5) 

調査区南に位置する、たまり状の遺構である。出土遺物は、黒曜石

（細石核・母核 ・剥片）がある。

1 S D 015 (Fig.5) 

調査区中央よりに位置する、断面逆L字状を呈する現代の溝である。

この溝内から、多量の河原石が出土した。現況が茶畑と葡萄畑であったため、暗

渠として使用していたと思われる。出土遺物は、石器類（敲石・磨石）、黒曜石

（石核 ・剥片）、縄文土器 （楕円文 ・条痕文）等がある。
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Fig.12 1 SX060遺構実測図 (1/20)
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1 S X 017 (Fig.5) 

調査区南に位置する、たまり状の遺構である。出土遺物は、黒曜石

（石鏃）がある。

1 S X 019 (Fig.5) 

調査区南西に位置する、たまり状の遺構である。出土遺物は、黒曜石 （剥片）、サヌカイト （剥片）、

縄文土器 （楕円文 • 山形文）等がある。

1 S X 029 (Fig.5) 

調査区南に位置する、たまり状の遺構である。出土遺物は、 黒曜石（剥片）、縄文土器（楕円文）等が

Fig.13 1SX065遺構実測図 (1/20)

ある。

1 S X 032 (Fig.5) 

調査区南に位置する、土城状の遺構である。出土遺物は、縄文土器 （楕円文）等がある。
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1 S X 033 (Fig.5) 

調査区南に位置する、土堀状の遺構である。出土遺物は、黒曜石（剥片）、縄文土器（楕円文）等がある。

1 S X 042 (Fig.5) 

調査区南に位置する、たまり状の遺構である。出土追物は、黒曜石（剥片）、縄文土器（条痕文）等があ

る。

1 S P 047 (Fig.5) 

調査区南西に位置する、 Pit状の遺構である。出土遺物は、縄文土器（楕円文）等がある。

1 S X 051 (Fig.5) 

調介区西に位置する、土堀状の辿構である。出土遺物は、黒曜石（剥片）、縄文土器（楕円文）等がある。

1 S X 057 (Fig.5) 

調査区中央よりに位置する、たまり状の遺構である。出土追物は、サヌカイト（剥片）、縄文土器（楕円

文）等がある。

1 S X 059 (Fig.5) 

調査区中央よりに位置する、土城状の遺構である。出土遺物は、黒曜石 （剥片） 、縄文土器 （山形文）等

がある。

1 S X 061 (Fig.5) 

調究区中央よりに位置する、たまり状の遺構である。出土遺物は、黒曜石 （剥片） 、縄文土器（山形文）

等がある。

1 S X 073 (Fig.5) 

調査区中央よりに位置する、たまり状の遺構である。出土遺物は、黒曜石 （剥片） 、サヌカイト （剥片）、

縄文土器（楕円文• 山形文）等がある。

1 S X 076 (Fig.5) 

調査区中央よりに位置する、たまり状の遺構である。出土遺物は、黒曜石 （剥片）等がある。

1 S X 077 (Fig.5) 

調査区中央よりに位置する、たまり状の遺構である。出土追物は、縄文土器 （楕円文）等がある。

1 S D 079 (Fig.5) 

調査区西に位置する、 トレンチである 。 出土遺物は、黒曜石（石鏃 • 石核）、縄文土器（楕円文）等があ

る。

1 S X 081 (Fig.5) 

調査区西に位置する、包含層である。出土遺物は、黒曜石 （剥片） 、縄文土器（楕円文）等がある。

1 S P 082 (Fig.5) 

調査区中央に位置する Pit状の遺構である 。 出土遺物は、黒曜石 （石鏃 ． 剥片）、縄文土器（楕円文• 山形

文）等がある。

1 S X 083 (Fig.5) 

調査区西に位置する、包含陪である。出土遺物は、黒曜石 （石核 ・スクレイパー・ ニ次加工品）、縄文土

器（楕円文・格子目文）等がある。

1 S P 084 (Fig.5) 

調査区西に位置する、 Pit状の遺構である。出土遺物は、縄文土器 （楕円文）等がある。

1 S X 094 (Fig.5) 

調査区中央に位置する、たまり状の遺構である。出土追物は、黒曜石 （石鏃） 、縄文土器 （楕円文）等が

ある。

-8-



1 S X 098 (Fig.5) 

調査区中央に位置する、たまり状の遺構である。出土遺物は、黒曜石 （剥片）、サヌカイト（スクレイ

パー）、 f圭岩（スクレイパー）、縄文土器（楕円文）等がある。

1 S X 099 (Fig.5) 

調査区中央に位置する、たまり状の遺構である。出土遺物は、 黒曜石（スクレイパー ・剥片）、縄文土

器（楕円文）等がある。

1 S D 111 (Fig.5) 

調査区北に位置する、 トレンチである。出土迫物は、黒曜石 （石核・剥片）、縄文土器（楕円文）等が

ある。

1 S X 114 (Fig.5) 

調査区北よりに位置する、たまり状の遺構である。出土遺物は、サヌカイト （使用剥片）等がある。

1 S D 121 (Fig.5) 

調査区北に位置する、 トレンチである。出土遺物は、貢岩 （石包丁？）、縄文土器 （楕円文）等がある。

1 S X 123 (Fig.5) 

調査区北に位置する、たまり状の遺構である。出土遺物は、黒曜石 （剥片）、石器 （石錘）等がある。

1 S X 131 (Fig.5) 

調査区北に位置する、たまり状の遺構である。出土遺物は、黒曜石 （石鏃）、縄文土器（条痕文）等が

ある。

1 S X 132 (Fig.5) 

調奔区北に位置する、土城状の遺構である。出土遺物は、黒曜石（使用剥片）、縄文土器（楕円文）等

がある。

1 S X 141 (Fig.5) 

調査区中央に位置する、たまり状の遺構である。出土遺物は、黒曜石（使用剥片）、縄文土器 （楕円文）

等がある。

平成10年度 筑後東部地区関連遺跡全景 シート部分は鶴田牛ヶ池遺跡第1次調査

~ 
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(3)出土遺物

溝

1 S D 001 (Fig.14・ 15、Pla.9・ 12・14)

石器

スクレイパー

(l)黒曜石製のスクレイパーである。丁寧な両面加工が認め られ、刃部も顕著に作り出している。現存

長2.4cm、幅1.9cm、厚さ0.8cm、重さ2.5gを測る。

剥片

(2)サヌカイ ト製の剥片である。現存長4.6cm、幅2.3cm、厚さ 1.0cm、重さ 10.8gを測る。

使用剥片

( 3 ) サヌカイ ト製の使用剥片である 。一部、使用した部分が認められる 。 現存長6.7cm、幅 1.9 ~ 2.scm 、

厚さ0.8cm、重さ 12.4gを測る。

石錘

(4.5)いずれも安山岩製の石錘である。4.5は扁平な礫を加工して左右の中央に挟りを施している。 4は現

存長7.8cm、幅6.0cm、厚さ3.6cm、重さ350gを測る。5は現存長8.4cm、7.0cm、厚さ4.7cm、重さ500gを測

る。

敵石

(6)安山岩製の敵石である。風化が著しいが、上下両端部には蔽打痕が認められる。現存長8.3cm、幅7.8

cm、厚さ5.3cm、重さ500gを測る。

磨石

(7)安山岩製の磨石である。風化が著しいが、確実に一面使用されている。現存長12.3cm、幅8.5cm、厚

さ5.6cm、重さ900gを測る。

石器

(8)珪岩製の石材である。調整は不明であるが、 一部、古い痕跡が認められるため、参考資料として提

示した。現存長14.2cm、幅12.3cm、厚さ3.0cm、重さ500gを測る。礫石器？

縄文土器

(9.10) 9は胴部の破片である。外面に楕円押型文が斜走施文し、胎土

は角閃石、 砂粒を少量含む。 楕円の施文は0.8 ~ 1.0cm程度である 。 色

調は内外面とも明茶色で、器壁は1.0cmを測る。焼成は良好である。

10は胴部の破片である。外面に小さく鋭い山形押型文が横走施文し、

胎土は金雲母、砂粒を微鼠含む。色調は外面が明茶色、内面が暗黒色

で、器壁は0.6cmを測る。焼成は良好である。

゜
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月
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臨

0 5cm ― Fig.14 lSDOOl出土造物実測図 (1/3)

1 S D 002 (Fig.18、Pla.9)

縄文土器

(1.2) 1は胴部の破片である。外面に山形押型文が斜走施文し、胎土は角閃石、砂粒を微量含む。色調は

内外面とも淡橙色で、器壁は1.0cmを測る。焼成は良好である。2は胴部破片である。 外面に楕円押型文

が斜走施文し、胎土は角閃石、砂粒を多饂に含む。楕円の施文は0.5cm程度である。色調は外面が橙茶色、

内面が暗灰色で、器壁は1.0cmを測る。焼成は良好である。

1 S X 003 (Fig.16、Pla.14)

石器

剥片

(!)娃岩製の剥片である。現存長2.9cm、幅3.2cm、厚さ0.5cm、重さ4.6gを測る。

1 S X005 (Fig.18、Pla.9)

縄文土器

(1.2.3.4) Iは口縁部の破片で口縁端部は平坦気味である。外面に粗雑な楕円押型文が一部残り 、内面に
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Fig.15 ISDOOI出土石器実測図 (1/2)
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条痕押型文が横走施文し、胎士は角閃石、砂粒を微量含む。色調は内外面とも、明茶色で、器壁0.6cmを

測る。焼成は良好である。2は胴部の破片である。外面は楕円押型文が斜走施文し、内面はケズリ調整で、

胎土は角閃石、砂粒を微最含む。楕円の施文は0.6cm程度である。色調は内外面とも、暗黒色で、器壁0.9

cmを測る。焼成は良好である。3は胴部の破片である。外面は細かい楕円押型文が横走施文し、胎土は角

閃石、砂粒を微鼠含む。楕円の施文は0.2cm程度で細かい。色調は内外面とも、淡橙茶色で、器壁1.0cmを

測る。焼成は良好である 。4は胴部の破片である。外面に粗雑な楕円押型文が横走施文し、内面はナデ調

整で、胎土は角閃石、砂粒を少悩含む。楕円の施文は0.5cm程度である 。色調は外面が濃橙色、内面は淡

灰色で、器壁1.3cmを測る 。焼成は良好である。

1S0010 (Fig.18、Pia.9・ 15) 

石器

スクレイパー

(1)黒曜石製のスク レイパーである。一部、自然面を残し、片側に刃部を作り出している。現存長3.9cm、

幅2.1cm、厚さ0.7cm、重さ4.6gを測る 。

石鏃

(2)黒曜石製の石鏃である。二等辺三角形状を呈し、扶りも深く丁寧な加工が施されている 。現存長2.0

cm、厚さ0.3cm、重さ0.3gを測る。腰岳産。

二次加工剥片

(3)サヌカイト製の二次加工剥片である 。現存長4.0cm、幅1.7cm、厚さ0.9cm、重さ4.9gを測る。

縄文土器

(4.5.6) 4は口縁部の破片で口縁部は丸くおさまる 。外面は格子目押型文、内面はナデ調整で、胎土は角

閃石、砂粒を少量含む。色調は内外面とも、明橙茶色で、器壁は 1.5cmを測る 。焼成は良好である 。5は

D縁部の破片である 。外面は細かい楕円押型文が横走施文し、口縁端部は原体を押圧し刻み目が入り、

内面は細かい楕円押型文が横走施文とナデ調整で、胎土は角閃石、砂粒を少屈含む。 楕円の施文は0.2~

0.4cm程度である。色調は内外面とも、暗茶色で、器壁は0.8cmを測る 。焼成は良好である 。6は壺の屈曲

部分と思われる胴部片で、外面は楕円押型文が斜走施文し、内面はナデ調整で、胎土は角閃石、砂粒を

少量含む。色調は内外面とも、淡茶色で、器壁は1.2cmを測る 。楕円の施文は0.5cm程度である。焼成は良

好である。

1 S X012 (Fig.16、Pia.IS) 

石器

細石核

(I)黒曜石製の細石核（マイクロコア）である。分割された剥片を素材とし、片面に石核調整を行い、

また、多方面からはブランク調整を行っている。 打面については、正面と側面からブランク調整である。

楔形の細石核であり、いわゆる西海技法の範疇に含まれるものであろう 。現存長1.7cm、幅1.4cm、厚さ

0.9cm、重さ2.5gを測る。

母核

(2)黒曜石製の母核である。石核の素材を分割したときの剥片を素材としている。現存長2.7cm、幅2.0cm、

厚さ 1.2cm、重さ 1.7gを測る。

剥片

(3)黒曜石製の剥片である。現存長2.2cm、幅2.1cm、厚さ0.6cm、重さ5.8gを測る。

1 S D015 (Fig.17・18、Pla.9・ 13・ 15)

石器

石核

(1)黒曜石製の石核である。三角形状を呈しており、打面を移動させながら、連続した剥離が顕著に認

められる 。現存長4.4cm、幅3.1cm、厚さ 1.2cm、重さ 13.1gを測る 。

敲石

(2.3) 2は安山岩製の敲石である。全体が風化しているが、顕著に敲打痕が認められる。現存長7.0cm、
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幅6.5cm、厚さ4.0cm、重さ 186gを測る 。3は

安山岩製の敲石である。全体が風化している

が、敲打痕が確認出来る。両側面には挟りの

ような痕跡も認められるため、石錘として使

用された可能性も考え られる 。現存長5.8cm、

幅6.0cm、厚さ3.8cm、重さ250gを測る。

磨石

(4)安山岩製の磨石である。全体に風化して

いるが、使用痕が認められる。現存長14.1cm、

幅7.8cm、厚さ6.6cm、重さ I.I kgを測る。

縄文土器

(5.6.7) 5は胴部の破片である。外面に粗雑で

細かい楕円押型文が斜走施文し、胎土は角閃

石、砂粒を少量含む。 楕円の施文は0.3~0.4cm

程度である 。色調は内外面とも、明茶色で、

器壁は1.2cmを測る。焼成は良好である。

6は胴部の破片である。外面にやや粗雑な楕円

押型文が横走施文し、胎土は角閃石、砂粒を少量含む。 楕円の施文は0.7~0.8cm程度である 。 色調は外面

が橙色、内面は淡茶色で、器壁は1.4cmを測る。焼成は良好である。7は胴部の破片である 。外面は条痕

押型文が横走施文し、内面はケズリ調整で、胎土は角閃石、砂粒を多誠に含む。色調は外面が暗灰色、

内面は淡橙色で、器壁1.2cmを測る。焼成は良好である。
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Fig.17 lSD015出土石器実測図 (l/2)
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1 S X 017 (Fig. I 9、Pla.15)

石器

石鏃 (1.2)Iは黒曜石製の石鏃で、脚部

の破片である。調整は挟りが浅く両面加

工が施されている 。現存長1.4cm、幅0.5

cm、厚さ0.2cm、重さ0.3gを測る。2は黒

曜石製の石鏃で脚部の破片である。調整

はやや粗く両面加工が施されており、製

作途中で欠損したと考えられる 、未製品

の石鏃であろう 。現存長1.9cm、幅0.9cm、

厚さ0.2cm、重さ0.4gを測る。

1 S X 019 (Fig.20、Pla.9)

縄文土器

(1.2.3) Iは胴部の破片である。外面に粗

雑な細かい楕円押型文が横走施文し、胎

土は角閃石、砂粒を少量含む。楕円の施

文は0.4cm程度である。色調は内外面とも

淡橙色で、器壁は1.4cmを測る。焼成は良

好である 。2は胴部の破片である 。外面

にやや粗い山形押型文が横走施文し、胎

土は砂粒を少量含む。色調は内外面とも、

淡橙色で、器壁は0.9cmを測る 。3は底部

の破片である 。底部には棒状工具によ

る放射状の条線が入る。胎土は角閃石、

砂粒を多量含む。色調は内外面 ISXOl~/', 

とも、淡茶色で、器壁は 1.8cmを ,'' 

測る。焼成はやや良好である。 ー、こ一、し,:、、~~-
1 S X 020 (Fig.19、Pla.13) <> 

石器

台石 (1)安山岩製の台石である。

全体に風化し ているため、表裏

面は凹凸部分も磨面も認められ

ない。 しかし、側面の一部に使

用痕が確認出来る 。 また、敲石

らしい痕跡も確認出来る。現存

長26.3cm、幅31.3cm、厚さ6.6cm、

重さ9.0kgを測る。

1 S X 029 (Fig.20、Pla.9)

縄文土器

(1.2) lは胴部の破片である。外面

に粗雑な楕円押型文が斜走施文し、

胎土は角閃石、砂粒を多羅含む。楕円

の施文は1.0-1.2cm程度である。色調

は外面が明茶色、内面は淡橙黄色で、器壁は1.0cmを測る。焼成は良好である。2は胴部の破片である。外

面に楕円押型文が斜走施文し、胎土は角閃石、砂粒を少量含む。

1S0002 ， 

.,.,.,._;,t:..'t・' ＇、

苓：、刀:・

ISD010 

゜

Fig.18 ISD002・ISX005・1SD010・1SD015出土遺物実測図 (l/3)
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ISX019 

楕円の施文はo.s ~ o.7cm程度である 。

色調は内外面とも、明黄色で、器壁は

1.2cmを測る。焼成は良好である。

1 S X 032 (Fig.20、Pla.9)

縄文土器

(l)胴部の破片である。外面に楕円押

型文が斜走施文し、内面はナデ調整で、

胎土は角閃石、砂粒を少量含む。楕円

の施文は0.7 ~ 0.8cm程度である 。 色調

は内外面とも、淡黄茶色で、器壁は

1.1 cmを測る。焼成は良好である。

1 S X 033 (Fig.20、Pla.9)

縄文土器

(l)胴部の破片である。外面に楕円押

型文が斜走施文し、胎土は角閃石、砂

粒を少量含む。 楕円の施文はo.s ~ o.6

cm程度である。色調は内外面とも、暗

橙色で、器壁は l.lcmを測る 。焼成は

良好である。

1 S X 042 (Fig.22、Pia.JS)

石器

剥片
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(1.2) 1は黒曜石製の剥片である。

現存長1.4cm、幅1.7cm、厚さ0.4cm、重

さ0.9gを測る。針尾島産？

2は珪岩製の剥片である。風化が著しい

が旧石器？の可能性がある。現存長2.4

cm、幅2.1cm、厚さ0.4cm、重さ 1.9gを測る。

1 S X 045 (Fig.20・22、Pla.10・15)

石器

剥片
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Fig.20 1SX019・ 1SX029・ 1SX032・1SX033・LSX045・ISP047 

1SX051・1SX061出土追物実測図 (l/3)

(1)黒曜石製の剥片である。現存長2.5cm、幅1.9cm、厚さ0.4cm、重さ 1.4gを測る。

縄文土器

(2.3.4) 2は口縁部の破片で口縁端部は平坦気味におさめる。外面は格子目押型文が斜走施文し、胎土は角閃

石、砂粒を多量に含む。色調は内外面とも明茶色で、器壁は 1.3cmを測る。焼成は良好である。 3は口縁部の

一部である。外面は粗雑な楕円押型文が斜走施文し、内面は原体条痕？胎土は角閃石、砂粒を少鼠含む。楕

円の施文は0.7cm程度である。色調は内外面とも 暗橙色で、器壁は0.9cmを測る。焼成は良好である。4は胴部

の破片である。外面は楕円押型文が斜走施文し、胎土は砂粒を少量含む。楕円の施文は0.4cm程度である。色

調は外面が橙色、内面は暗黒色で、器壁0.9cmを測る。焼成は良好である。

1 S P 04 7 (Fig.20、Pia.IO)

縄文土器

(I)胴部の破片である。外面は楕円押型文が斜走施文し、胎土は角閃石、砂粒を微量含む。楕円の施文は0.3

~o.6cm程度である 。 色調は内外面とも、明茶色で、器壁l. l cm を測る 。 焼成は良好である 。

1 S X 051 (Fig.20、Pia.JO) 

縄文土器

(1)胴部の破片である。外面はやや祖雑な楕円押型文が横走施文 し、胎土は角閃石、砂粒を少量含む。
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楕円の施文は0.8cm程度である。色調は内外面とも、

淡橙色で、器壁は 1.0cmを測る 。焼成は良好であ

る。

1 S X 057 (Fig.22) 

石器

剥片

(1)サヌカイト製の剥片である。風化が著しいが、

旧石器？の可能性がある。現存長1.9cm、幅1.8cm、

厚さ0.6cm、重さ2.6gを測る。

1 S X 059 (Fig.21、Pla.lI) 

縄文土器

(I)口縁部～胴部の破片である。復原口径25.0cm、

復原器高24.5cmを測る。外面はやや細かい山形押

型文が横走施文し、内面は口縁部下から5cmまで山

形押型文が横走施文されている 。胎士は角閃石、

砂粒を少量含む。色調は外面が淡橙色、内面は Fig.21 1SX059出土遺物実測図 (1/3)

暗黒色で、 器壁は1.4~ 1.6cm を測る 。 焼成はやや良好である 。 早水台式の深鉢であろう 。
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0 5cm 一
1 S X 061 (Fig.20、Pla.10)

縄文土器

(1.2.3.4) Iは口縁部の破片で口縁部端部は丸くおさまる。外面は小さく鋭い山形押型文が横走施文し、内

面は原体条痕が斜走施文し、小さく鋭い山形押型文が横走施文されている。胎土は角閃石、砂粒を少量含

む。色調は内外面とも、茶橙色で、器壁は0.7cmを測る。焼成は良好である。2は胴部の破片である。外面

はやや粗い山形押型文が斜走施文し、内面はナデ調整で、胎土は角閃石、砂粒を少量含む。色調は内外面

とも 、茶橙色で、器壁は0.7cmを測る。焼成は良好である。3は胴部の破片である。外面はやや粗い山形押

型文が斜走施文し、内面はナデ調整で、胎土は角閃石、砂粒を少量含む。色調は外面が茶橙色、内面は淡

黄色で、器壁は0.7cmを測る。焼成は良好である。4は胴部の破片である 。外面はやや粗い山形押型文が横

走施文し、内面はナデ調整で、胎土は角閃石、砂粒を少最含む。色調は外面が茶橙色、内面は淡灰黄色で、

器壁は0.8cmを測る。焼成は良好である。

1 S X 073 (Fig.23、Pia.IO)

縄文土器

(1.2.3) lは胴部の破片である。外面に細かい楕円押型文が斜走施文し、胎土は角閃石、砂粒を少最含む。

楕円の施文は0.3cm程度である。色調は外面が橙色、内面は淡茶色で、器壁は1.0cmを測る。焼成はやや良好

である。2は胴部の破片である。外面にやや粗雑な山形押型文が横走施文し、胎土は角閃石、砂粒を少量含

む。色調は内外面とも、淡黄色で、器壁は0.9cmを測る。焼成は良好である。3は胴部の破片である。外面

に細かい山形押型文が斜走施文し、胎土は角閃石、砂粒を少量含む。色調は内外面とも 、淡黄色で、器壁

は0.9cmを測る。焼成は良好である。

1 S X 076 (Fig.22、Pla.16)

石器

剥片

(I)黒曜石製の剥片である。現存長2.1cm、幅0.4cm、厚さ0.1cm、重さ0.1gを測る。

1 S X 077 (Fig.23、Pia.IO)

縄文土器

(I)口縁部の破片でn縁部は丸くおさまる。外面にやや大きめな楕円押型文が横走施文し、内面に原体条

痕が縦位施文する。胎土は角閃石、砂粒を少益含む。楕円の施文は L.Ocm程度である。色調は内外面とも、

明茶色で、器壁は0.7cmを測る。焼成は良好である。また、外面に黒斑が観察出来る。
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1 S D 079 (Fig.22・23、Pla.10・16)

石器

石鏃 (1)黒曜石製の石鏃である。三

角形状を呈し、表裏に丁寧な加工が

施されている。現存長1.8cm、幅1.2cm、

厚さ0.4cm、重さ0.7gを測る。

石核 (2)黒曜石製の石核である。現

存長3.4cm、幅2.0cm、厚さ 1.4cm、重さ

7.0 gを測る。

縄文土器

(3.4.5) 3は口縁部の破片である 。外

面に楕円押型文が斜走施文し、内面

は原体条痕が縦位施文する。胎土は

角閃石、砂粒を多量含む。楕円の施
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文は0.6cm程度である 。色調は外面は暗橙
Fig.22 1SX042・1SX045・ISX057・1SX076・1SD079 

色、内面は黒橙色で、器壁は0.7cmを測る。
出土石器実測図 (1/2)

焼成はやや良好である。4は胴部の破片である。外面に楕円押型文が斜走施文し、胎土は角閃石、砂粒を少

量含む。楕円の施文は0.6cm程度である。色調は内外面とも、淡黄色で、器壁は1.0cmを測る。焼成は良好で

ある。5は胴部の破片である。外面にやや粗い楕円押型文が横走施文し、胎土は角閃石、砂粒を少量含む。

楕円の施文は0.5cm程度である。色調は内外面とも、淡黄茶色で、器壁は1.0cmを測る。焼成は良好である。

1 S X 081 (Fig.23、Pia.IO)

縄文土器

(1)胴部の破片である。外面は楕円押型文を斜走施文し、胎土は角閃石、砂粒を少量含む。楕円の施文は

0.7cm程度である。色調は外面が暗茶黄色、内面が淡橙色で、器壁は1.0cmを測る。焼成は良好である。

1 S P 082 (Fig. 23・24、Pia.10・16) 

石器

剥片

(I)黒曜石製の剥片である。現存長3.4cm、幅1.3cm、厚さ0.3cm、重さ2.4gを測る。腰岳産。

石鏃

(2)黒曜石製の石鏃である。表裏にやや丁寧な加工が認められる。また、周縁部を刃部として使用していた

ら、スクレイパーの可能性も考えられる。現存長2.0cm、幅1.1cm、厚さ0.3cm、重さ0.7gを測る。

縄文土器

(3.4) 3は胴部の破片である。外面に細かい楕円押型文が横走施文し、胎土は角閃石、砂粒を少量含む。楕

円の施文は0.2cm程度である。色調は内外面とも、淡灰黄色で、器壁は0.9cmを測る。焼成は良好である。4は

胴部の破片である。外面にやや粗雑な山形押型文が横走施文し、内面はナデ調整で、胎土は角閃石、砂粒を

微鉦含む。色調は内外面とも、橙色で、器壁は0.8cmを測る。焼成は良好である。

1 S X 083 (Fig.23・24、Pia.I I・16) 

石器

スクレイパー

(I)黒曜石製のスクレイパーである。周縁部に刃部を施している。現存長2.6cm、幅2.7cm、厚さ0.8cm、重さ

3.8 gを測る。腰岳産。

二次加工品石器

(2)黒曜石製の二次加工品である。現存長2.1cm、幅1.9cm、厚さ0.6cm、重さ2.8gを測る。

石核

(3 ) 黒曜石製の石核である。現存長3.5cm、幅 1.3 ~2.0cm 、 厚さ 1 .3cm、重さ7.7 gを測る。腰岳産。
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縄文土器

(4 ~9) 4は口縁部の破片で口縁端部

は丸くおさまる。外面は粗雑な細か

い楕円押型文が横走施文し、胎土は

角閃石、砂粒を少量含む。楕円の施

文は0.2cm程度である。色調は内外面

とも、淡橙灰色で、器壁は0.6cmを測

る。焼成は良好である 。5は胴部の

破片である。外面は祖雑な楕円押型

文が斜走施文し、内面はナデ調整で、

胎土は角閃石、砂粒を少量含む。楕

円の施文は0.7cm程度である。色調は

内外面とも、淡黄色で、器壁は1.1cm

を測る 。焼成は良好である 。6は胴

部の破片である。外面はやや粗雑な

楕円押型文が横走施文し、内面はナ

デ調整で、胎土は角閃石、砂粒を少

量含む。楕円の施文は0.5cmを測る。

色調は内外面とも 、淡黄色で、器壁

はl.lcmを測る 。焼成は良好である 。

7は胴部の破片である。外面は楕円

押型文が横走施文し、胎土は角閃石、

砂粒を少量含む。楕円の施文は0.6cm

程度である。色調は内外面とも、淡

橙色で、器壁はI.Lemを測る。焼成は Fig.23 LSX073・ISX077・ 1S0079・1SX081・ ISP082・1SX083 

良好である。8は胴部の破片である。 J SP084・1SX132出土遺物実測図 (1/3)

外面は格子目押型文で、胎土は角閃石、砂粒を少量含む。色調は外面が橙色、内面は暗黒色で、器壁は

0.8cmを測る。焼成は良好である。9は胴部の破片である。外面は格子目押型文、内面はナデ調整で、胎

土は角閃石、砂粒を少景含む。色調は内外面とも 、淡橙色で、器壁1.3cmを測る。焼成は良好である。

1 S P 084 (Fig.23、Pia.IO)

縄文土器

(1.2) Iは口縁部に近い破片である。外面にやや粗雑な楕円押型文が横走施文し、内面は原体痕が確認出

来る。楕円の施文は0.8cm程度である。色調は内外面とも、淡灰色で、器壁はl.Ocmを測る。胎土は角閃石、

砂粒を少量含む。焼成は良好である。2は胴部の破片である。外面はやや粗雑な楕円押型文が横走施文し、

胎土は角閃石、砂粒を少量含む。楕円の施文は0.7cm程度である。色調は内外面とも、淡茶色で、器壁は

l.2cmを測る。焼成はやや良好である。

1 S X 094 (Fig.24) 

石器

石鏃

(I)黒曜石製の石鏃である。 両脚部が欠損しているが、袂りが浅いタイプの三角形状を呈すると思われ

る。表裏の調整は、比較的丁寧な加工が施されている。現存長2.0cm、幅1.6cm、厚さ0.4cm、重さ1.2gを

測る。

1 S X 098 (Fig.24、Pia.l6・17) 

石器

-18-



胄—〗 □ 一員'""'"

L:::::. 

疇一層7 

L 二I ISX094 ― I 1sxo99 

い言1-9
＇ こ

ISP082 

スクレイパー

(1.2) 1はサヌカ

イト製のスクレ

イパーである 。

周縁部のほぼ全

体に刃部加工が

施されている 。

現存長7.7cm、幅

4.8cm、厚さ 1.5

cm、重さ44.2g 

を測る 。2は娃

岩製のスクレイ

パーである 。周

縁部に刃部加工

が施されてい

る。現存長7.8cm

幅4.3cm、厚さ

1.5cm、重さ45.3

gを測る。

1 S X 099 

(Fig.24、Pla.17)

石器

~ 

＜゚ニコ
贔

こ

゜
5cm 

Fig.24 1 SP082・1 SX083・1 SX094・I SX098・1 SX099出土石器実測図 (1/2)

スクレイパー

(l)黒曜石製のスク レイパーである。周縁部のほぼ全体に刃部加工が施されている。現存長3.6cm、幅3.6

cm、厚さ0.8cm、重さ 12.2gを測る。針尾島産。

1 S D 111 (Fig.25、Pla.17)

石器

石核

(I)黒曜石製の石核である。現存長4.7cm、幅2.4cm、厚さ 1.4cm、重さ 14.7gを測る。

1 S X 114 (Fig.25、Pla.17)

石器

使用剥片

(1)サヌカイト製の使用剥片である。片面からの剥離が行われている。現存長4.5cm、幅3.5cm、厚さ 1.1

cm、重さ 10.5gを測る。

1 S D 121 (Fig.25、Pla.17)

石器

石包丁？

(l)貢岩製の石包丁？現存長3.6cm、幅5.3cm、厚さ0.3cm、重さ7.2gを測る。厚さがかなり薄いため、石

板の可能性も考えられる。

1 S X 123 (Fig.25、Pla.14・ 17)

石器

石錘

(l)安山岩製の石錘である。扁平な礫を加工し、左右の中央に挟りを入れている。現存長8.5cm、幅6.9cm、

厚さ4.2cm、重さ500gを測る。
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15D111 

剥片

(2) 黒曜石製の剥

片である 。現存長

3.2cm、幅2.1cm、厚

さ0.5cm、重さ3.8g 

を測る。

1 S X 131 

(Fig. 25、Pla.17)

石器

石鏃

(1)黒曜石製の石

鏃で、 二等辺三角

形状を呈すると思

われる 。 調整は、

比較的丁寧に施さ

れている 。現存長

1.9cm、幅1.1cm、厚

さ0.4cm、重さ0.7g 

を測る。

<: コ．． ： 

ISX123 

I 
/ .~ ミ

0・.¥ 

゜
5cm 

I ~ 

Fig.25 lSDI 11・lSXl 14・ISD121・1SX123・1SX131・1SX141出土石器実測図 (1/2)

1 S X 132 (Fig.23、Pla.11)

縄文土器

(1)口縁部に近い破片である。内外面はやや粗雑な楕円押型文が斜走施文し、胎土は角閃石、砂粒を少量

含む。 楕円の施文は0.8cm程度である 。 色調は外面が淡橙色、内面が淡灰色で、器壁は0.7~1.0cm を測る 。

焼成はやや良好である。

1 S X 141 (Fig.25) 

石器

使用剥片

(1)黒曜石製の使用剥片である。現存長2.9cm、幅1.4cm、厚さ0.3cm、重さ0.4gを測る。

包含層遺物 (Fig.26・27、Pla.ll・14・18)

石器

石鏃

(1)黒曜石製の石鏃である。両面にやや荒い加工が認められる。現存長2.3cm、幅1.0cm、厚さ0.4cm、重さ

1.1 g を測る 。 C3~6グリット出土である 。

使用剥片

(2)黒曜石製の使用剥片である。現存長4.1cm、幅2.4cm、厚さ 1.9cm、重さ4.2g を測る 。 D3~6グリ ッ ト出

土である。

不明石器

(3)安山岩製の石材である。風化が著しいため調整は観察出来ないが、中央部付近に穿孔らしい痕跡が認

められるため、参考賀料として提示した。用途は不明である 。現存長5.8cm、幅3.1cm、厚さ2.5cm、重 さ

68.6 g を測る 。 C3~6グリ ッ ト出土である 。

縄文土器

(4 ~ 14) 4は口縁部の破片で口縁端部は楕円原体痕が施されている。外面はやや粗雑な楕円押型文が斜走

施文し、内面は口縁部下4cm程まで楕円押型文が斜走施文する。胎土は角閃石、砂粒を少量含み、楕円の

施文はo.s ~ 1.ocm程度である 。 色調は内外面とも、明橙灰色で、器壁は 1.0cm を測る 。 焼成は良好である 。

また、内面は黒斑が確認出来る 。 B0 ~ 4 グリ ッ ト出土である 。
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Fig.26包含層 ・グリット ・表採石器実測圏 (l/2)

5は口縁部に近い破片である。外面は楕円押型文が斜走施文し、内面は原体条痕が残る。胎土は角閃石、砂

粒を少量含む。楕円の施文は0.7cm程度である。色調は外面が暗黒色、内面が暗橙色で、器壁は1.0cmを測る。

焼成は良好である。E2-4グリット出土である。6は口縁部の破片で口縁部はやや丸くおさまる。外面は

細く鋭い山形押型文が横走施文し、内面にも口縁部から 山形押型文が横走施文し、後はナデ調整である。

胎土は角閃石、砂粒を少最含む。色調は外面が淡橙色、内面は淡灰色で、器壁は 1.0cmを測る。焼成は良好

である。E2-4グリット出土である。7は口縁部の破片で口縁端部は丸くおさまる。外面はやや粗雑な楕

円押型文が斜走施文し、内面は口縁部から楕円押型文が横走施文する 。胎土は角閃石、砂粒を少最含み、

楕円の施文は0.6-0.7cm程度である。色調は内外面とも、暗黒橙色で、器壁は0.8cmを測る。焼成は良好であ

る。C2-4グリット出土である。 8は口縁部の破片で口縁端部は丸くおさまる。外面はやや粗雑な楕円押

型文が斜走施文し、内面は原体条痕が縦位施文する。胎土は角閃石、砂粒を少量含む。楕円の施文は0.6cm

程度である。色調は外面が暗茶色、内面が淡橙色で、器壁は1.0cmを測る。焼成は良好である。C2-4グ

リット出土である。 9は口縁部の破片で口縁端部は丸くおさまる。外面は格子目押型文、内面はナデ調整で、

胎土は角閃石、砂粒を少量含む。色調は内外面とも、明橙色で、器壁は 1.3cmを測る。焼成は良好である。

C2-4グリット出土である。10は胴部の破片である。外面は細かい格子目押型文で、胎土は角閃石、砂

粒を微量含む。色調は外面が橙色、内面が淡黄色で、器壁は0.8cmを測る。焼成は良好である。C2-4グ

リット出土である。11は胴部の破片である。外面は格子目押型文で、胎土は角閃石、砂粒を少量含む。色

調は内外面とも、淡橙色で、器壁は1.2cmを測る。焼成は良好である。C2-4グリット出土である。12は

口縁部の破片で口縁端部は丸くおさまる。外面は細く鋭い山形押型文が横走施文し、胎土は角閃石、砂粒

を少批含む。色調は内外面とも、暗黒灰色で、器壁は0.9cmを測る。焼成は良好である。C2-4グリット

出土である。
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13は胴部の破片である。外面は細かく鋭い

廿l形押型文が横走施文し、胎土は角閃石、

砂粒を少量含む。色調は内外面とも、淡茶

色で、器壁は0.8cmを測る。焼成は良好であ

る 。 c2~4 グリット出土である 。 14は胴

部の破片である。外面は不定方向の条痕押

型文で、胎土は角閃石、砂粒を多量含む。

色調は外面が淡橙色、内面は暗灰黒色で、

器壁l.lcmを測る。焼成は良好である。C2 

~ 4 グリット出土である 。

グリット遺物 (Fig.26、Pla.14・17・18)

石器

石鏃

(J.2.3) Iは黒曜石製で先端部が欠損し、挟

りが浅い三角形状を呈する石鏃と思われる。

調整は比較的丁寧な加工が施されている 。

現存長2.3cm、幅2.2cm、厚さ0.4cm、重さ2.6

g を測る 。 腰岳産。 Bo~4の出土である 。 2

は黒曜石製の石鏃脚部であろう 。調整は丁

寧な加工が施されている。現存長1.9cm、幅

0.8cm、厚さ0.3cm、重さ0.4gを測る。腰岳

産。 E2~4の出土である 。 3は黒曜石製の石

鏃で完形品である。二等辺三角形状を呈し、

調整は全体に粗く加工が施されている 。現

存長3.3cm、幅1.4cm、厚さ0.3cm、重さ2.4g 

を測る 。 c2~4の出土である 。

細石刃

Fig.27 包含層出土遺物実測図 (1/3)

(4)黒曜石製の細石刃である。調整は両側縁部にやや粗い刃部が認められる。現存長l.l cm、幅0.5cm、厚

さ0.1cm、重さ0.1gを測る。F3グリット出土である。

石核

(5)黒曜石製の石核である。現存長3.3cm、幅2.2cm、厚さ 1.2cm、重さ 11.4gを測る。B0-4グリット出土

である。

剥片

(6)黒曜石製の剥片である。現存長3.2cm、幅1.7cm、厚さ 1.2cm、重さ5.4gを測る。B0-4グリット出土で

ある。

石錘

(7)安山岩製の石錘である。扁平な礫を加工している。風化が著しいため調整がはっきりわからないが左

右に浅い扶りが施されているようである。現存長8.6cm、幅6.9cm、厚さ3.2cm、重さ400gを測る。B0-4グ

リット出土である。

表採遺物 (Fig.26、Pla.18)

スクレイパー

(1)黒曜石製のスク レイパーである。周縁部にやや荒い刃部を施している。現存長4.8cm、幅3.5cm、厚さ

1.4cm、重さ21.7gを測る。

石核

(2)黒曜石製の石核である。現存長3.7cm、幅3.3cm、厚さ 1.9cm、重さ14.4gを測る。

-22-



(4)小結

今回の調査区内から集石追構を JO基確認したことは大きな成果である。また、遺物類に関しては、旧石

器 • 石器（細石刃 • 細石核 • 石鏃 ・ 敲石 ・ 磨石•石錘）や縄文土器（楕円文 • 山形文 ・格子目文）等が

数多く認められたのも大きな成果である。次に、集石遺構について触れることにする。

集石遺構について

確認された集石遺構の保存状態が悪いため、不明な部分が多い。石材は河原石 （安山岩）が大部分を

占め、その多くが火を受けたため赤みを帯びていた。 しかし、集石内からは焼土 ・炭化物は全く検出さ

れていない。

集石の分布は、大きく 3箇所に集中している 。1SX025 ~ l SX045がある調査区の南西側、ISX040・

1SX060が分布する調査区の中央付近、 ISX050・I SX055が分布する調査区の北西側付近である。その他、

調査区内から焼石が認められている。また、近接調査区の鶴田東牛ヶ池遺跡第2次調査、鶴田牛ヶ池遺跡

第3.4次調査では集石燐構は認められないが、第5次調査から集石遺構を 1基確認している。今回の調査区

の北にあたり、 北限を示すと考える。

この遺構は石組炉（屋外炉 ・集石炉）とも考えられるが、保存状態が悪く、石を明確に配置 （組んで

いる）しているかどうかはわからなかった。それと 、何度も精査したにもかかわらず、掘り込みが確認

されなかった。掘り込みがないタイプであろうか？

しかし、検出した遺構の中でlSX045は大きめの石を外側に配置し、円形状を呈すると思われるため、

石組炉と考えても良い賽料と言えよう 。

また、石材に関しては、鶴田牛ヶ池遺跡第2次調査や第4次調壺区の西側には自然流路（氾濫）と思わ

れる痕跡が確認されている。おそらく 、この流路からの石材を使用したと思われる。立地的に見ると、

流路を挟んだ両側は微高地状となっていたと思われ、生活しやすい環境が整っていたと思われる。

旧石器について

市内出土の旧石器は現在10点確認されている 。 主に 、 角錐状石器 ・ ナイフ形石器 • 細石刃 • 細石核な

どである。いずれも 、後世の遺構に混じって出土しているため、現状では層の確定は至っていない。全

て後期旧石器の時期に属す遺物である。鶴田地区では、鶴田牛ヶ池遺跡第4次調査から3点、鶴田東大坪

辿跡第1次調査から 1点、今回報告する鶴田牛ヶ池遺跡第l次調査から2点と計6点を占めている。今後、こ

の周辺の調査があれば、遺物（旧石器）の出土の確率は高いであろう 。

【参考文献】

筑後市教育委員会 2000 「筑後東部地区遺跡群III」『筑後市文化財調査報告書第25集」

2000 「筑後東部地区追跡群N」『筑後市文化財調査報告書第30集」

2001 「筑後東部地区遺跡群VI」『筑後市文化財調査報告書第36集」

2001 ちくご遺跡だより42号

筑後市編さん委員会 1997 『筑後市史第1巻』
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筑後東部地区迫跡群における鶴田牛ヶ池遺跡と周辺遺跡について

平成10年度に行われた県営圃場整備筑後東部地区遺跡群の調査が終了し、鶴田地区の遺跡群の様子が

解りつつある。以下、時代ごとの概観を試みたい。

旧石器時代

現在まで市内において、明確な遺構は確認されていない。遺物は、鶴田東大坪遺跡l次調査からナイフ

形石器が1点出土している。今回報告する鶴田牛ヶ池遺跡第1次調査からは、細石刃や細石核が確認され

ている。また、すぐ北に位置する鶴田牛ヶ池遺跡第4次調査からもナイフ形石器等を数点確認しており、

筑後市内での旧石器時代の追加資料となった。

縄文時代

鶴田地区においては、平成5年に発掘調査された鶴田丸田遺跡から押型文土器が出土したため、当遺跡

周辺での遺構、遺物の増加が期待できた。その後、平成8年度調査した鶴田野田遺跡、平成10年度調査し

た鶴田東牛ヶ池遺跡第1.2次調査、鶴田牛ヶ池遺跡第3.4次調査から押型文土器（楕円文）を中心に出土し

ている 。

立地は、標高約 11 ~ 1sm程の低位段丘上に遺跡群が分布している 。

弥生時代

平成5年度調査の鶴田岸添遺跡第1次調査から弥生後期の竪穴住居が1軒検出されている。同じく第2次

調査から弥生終末頃の竪穴住居7軒、第4次調査からは弥生後期の竪穴住居3軒が検出されている。平成10

年度調査の鶴田西牛ヶ池遺跡から竪穴住居13軒、掘立柱建物9棟が確認されている。竪穴住居は弥生後期

～終末頃に位置付けられる 。いずれも集落の調査である 。墳墓の調査例として、平成10年度調査の鶴田

牛ヶ池第4次調査から甕棺l基を確認している。弥生時代中期前半頃に位置付けられる。

古墳時代

平成8年度調査の鶴田西畑迎跡から竪穴住居が2軒が検出されている 。この竪穴住居は、大型住居に属

し、中でも人の形を模倣したと思われる土製人形や蛇紋岩製の勾玉、鉄製方形鋤先、 ミニチュア類等が

出土しており、祭祀的行為が行われた竪穴住居と考えられている。平成10年度調査の鶴田東牛ヶ 池遺跡

第4次調査から竪穴住居を 1軒、鶴田牛ヶ池遺跡4次調査からも竪穴住居が1軒が検出されている。いずれ

も最終埋没は、 5世紀前半頃であろう 。分布上まとまりはなく、単独で存在している状況である。

歴史時代

平成10年度に、古代官道「西海道」の路線の確認調査を目的として行われた、鶴田木屋ノ角遺跡から

は、溝の側溝が確認されている。検出した遺構 ・遺物含め、今後の調査が期待されるところである。

中世

平成5年度調査の鶴田楢原迎跡第1次調査から区画溝が検出されている。この遺跡周辺には、「屋敷」が

存在したかのような字名が残っており、関連が注目出来よう 。平成8年度調査の鶴田東大坪遺跡第1次調

査から 13世紀前半頃の墳墓を確認している。

近世

平成9年度調査の鶴田東大坪遺跡第2次調査、鶴田溝代遺跡か ら溝を確認している。平成10年度調査の

鶴田西牛ヶ池遺跡の土堀から 18世紀後半を主体とする遺物を検出している。

-24-



その他 （遺構・遺物）

平成6年度調査の鶴田岸添遺跡第2次調査から 18基の落とし穴状遺構が検出しているが、時期の特定に

至っていない。

平成10年度調査の鶴田木屋ノ角遺跡からの墨書土器の出土も注目すべき資料であろう 。

【参考文献】筑後市教育委員会 1994 「筑後東部地区遺跡群 I」『筑後市文化財調査報告書第11集』

1995 「筑後東部地区遺跡群 II」『筑後市文化財調査報告書第12集』

2000 「筑後東部地区遺跡群皿」『筑後市文化財調査報告書第25集」

2000 「筑後東部地区遺跡群w」「筑後市文化財調査報告書第30集」

2001 「筑後東部地区遺跡群V」『筑後市文化財調査報告書第35集』

2001 「筑後東部地区遺跡群VI」『筑後市文化財調査報告書第36集』

鶴田牛ヶ池遺跡第1次調査参加者
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補足資料

(1)はじめに

平成12年度刊行した「筑後東部地区遺跡群皿』の中で、鶴田野田遺跡の遺物が粉出したことについて

触れた。しかし、他の遺跡の遺物整理作業中に見つかったため、改めて報告する。

遺構の詳細については、『筑後東部地区遺跡群皿』を参照されたい。 以下、遺物の概要について報告する。

(2)出土遺物について

l S DOI・ ・ ・ 土師器（小皿 • すり鉢 ・不明土製品）

l S P02・ ・ ・ 縄文土器 （楕円押型文）

IS P03・ ・ ・ 縄文土器 （楕円押型文）

1SP04・ ・ ・ 縄文土器 （楕円押型文）

IS DOS・ ・ ・ 土師器（甕）

IS P06・ ・ ・ 縄文土器 （楕円押型文）

(3)小結

遺物は、磨滅や小片のため図示出来なかった。平成10年度に調査した鶴田牛ヶ池遺跡や周辺遺跡から

も縄文土器 （楕円押型文等）が出土している。今回、報告する鶴田野田遺跡からも縄文土器 （楕円押型

文）が出土していたため、筑後東部地区遺跡群における縄文時代の展開を知る上での基礎資料となった

のは大きな成果である。今後、賽料の増加を期待しつつ遺物 ・遺構から更なる検討が必要であろう 。

れぷ記心'"''"'"'""'"'「,;n_,,.立一

鶴田野田遺跡全景（南東から）
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PLATE 
凡例

遺物写真右下の番号は、以下のとおりである。

55-1 

Fig. 番号 遺物番号
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Pla.2 

1SX020検出状況 （西から）

1SX020検出状況 （南西から）



Pla.3 

ISX025検出状況（西から）

1SX025検出状況 （南から）



Pla.4 

1SX030検出状況（北から）

1SX030・1SX035検出状況 （西から）



Pla.5 

1SX030・1SX035・1SX045検出状況 （南から）

1SX040検出状況 （東から）



Pla.6 

1SX045検出状況（東から）

1SX045検出状況 （西から）
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1SX050検出状況 （東から）
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ISX055検出状況 （西から）
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ISX060検出状況 （東から）
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